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度
　

　
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
入
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　
　
入
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　
図
書
館
で
は

　
今
年
度
も
読
書
に
親
し
み
感
動
す
る
心
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
小
中
学
生
４３
人
か
ら
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り

入
選
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

課
題
図
書
の
部【

敬
称
略
】

《
最
優
秀
》

工
藤　

美
愛
（
鈴
蘭
小
２
年
）

及
川　

ひ
ま
り
（
下
音
更
小
３
年
）

川
真
田　

萌
黄
（
下
音
更
小
３
年
）

吉
井　

葉
結
来
（
木
野
東
小
４
年
）

水
野　

姫
愛
（
音
更
小
５
年
）

山
田　

龍
弥
（
東
士
幌
小
５
年
）

山
田　

麻
里
衣
（
音
更
小
６
年
）

《
優
秀
》

い
の
こ　

そ
う
す
け
（
下
音
更
小

１
年
）

稲
船　

絵
菜
（
木
野
東
小
２
年
）

葛
西　

一
花
（
鈴
蘭
小
２
年
）

鈴
木　

陽
都
葉
（
音
更
小
３
年
）

伊
織　

紗
来
（
下
音
更
小
３
年
）

千
田　

弥
生
（
下
音
更
小
３
年
）

猪
子　

寧
音
（
下
音
更
小
４
年
）

葛
西　

柚
花
（
鈴
蘭
小
５
年
）

山
口　

美
空
（
音
更
小
６
年
）

横
田　

滉
大
（
緑
陽
台
小
６
年
）

　

自
由
図
書
の
部【

敬
称
略
】

《
最
優
秀
》

新
谷　

直
輝
（
緑
陽
台
小
３
年
）

新
谷　

遥
輝
（
緑
陽
台
小
３
年
）

清
水　

陽
叶
（
木
野
東
小
６
年
）

中
島　

伶
（
木
野
東
小
６
年
）

横
澤　

紗
映
（
共
栄
中
３
年
）

《
優
秀
》

吉
間　

千
夏
（
東
士
幌
小
２
年
）

工
藤　

瑠
七
（
木
野
東
小
３
年
）

工
藤　

陽
輝
（
木
野
東
小
５
年
）

永
澤　

唯
衣
（
共
栄
中
３
年
）

《
佳
作
》

さ
と
う　

な
お（
東
士
幌
小
１
年
）

田
崎　

由
依
（
下
音
更
小
２
年
）

千
葉　

遥
輝
（
緑
陽
台
小
３
年
）

奥
村　

佳
音
（
音
更
小
５
年
）

上
野
山　

虹
心
（
駒
場
小
５
年
）

問  

合
先　

図
書
館
☎
３２

－

２
４

　

２
４
、
℻
３２

－

２
５
６
６

　

１２
月
７
日
㈭
、
ふ
れ
あ
い
交
流

館
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
生

涯
学
習
講
座
「
年
越
し
手
打
ち
そ

ば
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
１４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
２
人
ず
つ
７
グ

手
打
ち
そ
ば
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た

西
岡　

璃
乃
（
共
栄
中
２
年
）

《
佳
作
》

の
ざ
わ　

あ
や
な（
柳
町
小
１
年
）

野
澤　

ひ
な
た
（
柳
町
小
３
年
）

山
本　

倖
叶
（
音
更
小
５
年
）

藤
平　

愛
生
（
東
士
幌
小
５
年
）

佐
々
木　

咲
葉
（
音
更
小
６
年
）

山
口　

葵
（
音
更
小
６
年
）

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
講
師
の
音
更

蕎
麦
研
究
会
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
そ
ば
打
ち
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
講
師
が
お
手
本
と
な
る

実
技
を
披
露
し
、
参
加
者
は
講
師

が
見
守
る
中
、
二
八
そ
ば
（
そ
ば

粉
８
割
に
対
し
つ
な
ぎ
粉
を
２
割

に
し
た
そ
ば
）
を
打
ち
ま
し
た
。

　

最
後
に
講
師
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
で
打
っ
た
そ
ば
を
使

い
、
麺
の
ゆ
で
方
を
学
び
ま
し

た
。

　

初
め
て
そ
ば
を
打
っ
た
参
加
者

は
、
「
そ
ば
粉
に
水
を
注
ぐ
水
ま

わ
し
が
難
し
か
っ
た
が
、
丁
寧
に

こ
つ
を
教
え
て
も
ら
い
、
た
め
に

な
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　

本
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
言

葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現

力
を
高
め
、
創
造
力
を
養
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
か
ら
得

ら
れ
る
知
識
や
感
動
は
人
生
を
豊

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
き
っ
か
け

に
、
今
後
も
た
く
さ
ん
の
本
に
触

れ
、
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲�講師にこつを聞きながら水まわしをする参加者
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す

　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
は
郷
土
の
食
文
化

を
伝
え
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽ 

と
　
き　

１
月
２６
日
㈮
、
午
前

１０
時
～
正
午

▽
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
交
流
館

▽ 

対
象
者　

町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
成
人

▽ 

内
　
容　

昭
和
初
期
に
活
躍
し

た
小
野
式
製
麺
機
を
使
っ
て
二

種
類
の
麺
（
十
勝
産
小
麦
の
う

ど
ん
と
ラ
ー
メ
ン
）
を
打
ち
ま

す
。
作
っ
た
麺
を
使
い
、
ほ
う

と
う
と
担
々
麺
の
作
り
方
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。

▽ 

講
　
師　

生
涯
学
習
課
食
育
・

食
文
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　

浦

木
明
子

▽ 

定
　
員　

８
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
し
、
後
日
全
員
に

結
果
を
連
絡
し
ま
す
）

▽ 

材
料
費　

千
円
（
う
ど
ん
３
人

前
、
ラ
ー
メ
ン
３
人
前
を
持
ち

帰
り
ま
す
。
濃
縮
タ
レ
付
き
）

▽ 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容
器
２
個

▽ 

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
下
記

の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
受
け

付
け
ま
す
。
電
話
は
平
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
。

　
陶
芸
作
品
展

　
陶
芸
作
品
展

　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
は
、
１１
月
１８
日
㈯

に
行
っ
た
生
涯
学
習
講
座
「
体

験
！
小
中
学
生
陶
芸
教
室
」
で
制

作
し
た
陶
芸
品
の
作
品
展
を
開
催

し
ま
す
（
入
場
無
料
）。

　

陶
芸
教
室
の
様
子
に
つ
い
て

は
、
１１
ペ
ー
ジ
の
ま
ち
の
話
題
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽ 

と
　
き　

１
月
１１
日
㈭
～
１９
日

㈮
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
休

館
日
の
１７
日
㈬
を
除
く
）

▽
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▽ 

展
示
作
品　

お
皿
や
マ
グ
カ
ッ

プ
、
花
瓶
な
ど
１６
作
品
（
予
定
）

問
合
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
（
内
線
７
７
４
）

青
少
年
だ
よ
り
　

青
少
年
だ
よ
り
　

か
け
橋
通
信

か
け
橋
通
信

　

令
和
４
年
度
は
不
審
者
だ
け
で

は
な
く
、
変
質
者
（
下
半
身
露
出

な
ど
）
も
複
数
件
発
生
す
る
よ
う

に
な
り
、
過
去
に
類
を
み
な
い
発

生
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
年
度
は
、
町
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
や
、
警
察
と
の

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
連
携
に
よ
り
、

少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
登
下

校
時
の
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
の

取
り
組
み
を
徹
底
し
、
地
域
ぐ
る

み
で
不
審
者
や
犯
罪
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽ 

申
込
期
間　

１
月
４
日
㈭
～

１５
日
㈪

申 

込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
内
線
７
７
６
） ▲�申し込み

　フォーム

　
令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
に
対
す
る

行
動
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
が
積
極
的
に
活
動
で
き
る
機
会
が
増
え
て
き
た
年
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
だ
ま
だ
感
染
拡
大
の
不
安
が
続
く
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
が
痛
ま
し
い
事
故
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、

健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
み
ん
な

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
大
切
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

北
海
道
の
小
学
生
の
交
通
事
故

に
よ
る
死
傷
者
数
は
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
小
学
校
低

学
年
の
事
故
は
、
依
然
と
し
て
全

体
の
約
７
割
を
占
め
て
お
り
、
学

校
に
慣
れ
始
め
た
５
月
こ
ろ
に
な

る
と
、
１
年
生
の
登
下
校
に
お
け

る
歩
行
中
の
事
故
が
増
え
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
特
に
低
学
年
の
子

ど
も
た
ち
に
は
、
日
頃
か
ら
交
通

安
全
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
繰
り

返
し
教
え
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
増
え
続
け
る
子
ど
も
た
ち

を
巻
き
込
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
対
策
と
し

て
、
町
で
は
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル

づ
く
り
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

親
子
相
互
の
認
識
に
ず
れ
が
な

い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
確
認
し
合

い
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
興
味
関
心
が
時
代
と
と
も
に

変
化
し
、
昔
の
よ
う
に
深
夜
に
遊

び
歩
い
た
り
、
補
導
さ
れ
た
り
す

る
よ
う
な
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
非
行
の

パ
タ
ー
ン
は
よ
り
複
雑
化
し
て
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
規
範
意
識
を
高

め
、
温
か
い
家
庭
環
境
と
地
域
社

会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

不
審
者 

・ 

防
犯

交
通
安
全

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

非
行
防
止
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